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1．はじめに
韓国には朝鮮戦争（1950－1953）によって南北に生き別れ、離れ離れになっ
た離散家族が多数存在しているがll、最近、これらの人々と違った「新しい
離散家族」として、「キロギ家族」が話題となっている。「キロギ家族」はそ
の数が5万人にも上っていることから大きな社会問題として注目を集めてい
る。
キロギ家族とは、子どもを外国に早期留学のさせる過程で、母親が子ども
の面皮をみるため、子どもと一緒に外国に行き、父親は国内にひとりで残り、
仕事をしながら海外居住家族の生活費および教育費を仕送りする「非同居家
族」3，のことである。このような「教育離散家族」が「キロギ家族」であり、
その父親は「キロギアツパ」と呼ばれる。キロギとは「雁」、アツパは「パ
パ」という意味の韓国語である。
「キロギ家族」、「キロギアッパ」という用語がいつから使われるように
なったのかは確かではないが、韓国政府が初・中・高校の在学生の早期留学
制限措置を廃止した1999年末以降4，、父親は（経済的な理由で）韓国に残っ
て生計の責任を負い、母親は留学する子どもの世話のため同行する家庭が増
－217－
えることに伴い、マスコミなどで使われるようになった新造語である。
「キロギ家族」、「キロギアツパ」とは学術用語ではないものの、今は韓国
で俗語としての市民権を得、20似年出版されたF国語辞典訓民正音j（金星
出版社）には「キロギアッパ」が収録されるに至った。そこには「子女を外
国で勉強させるため、妻と子女だけを外匡＝こ送り、国内にてひとりで生活す
る男性」と書かれている。
急増しているキロギ家族は「外貨の浪費」および「家族の崩壊」の恐れを
はらんでいることから深刻な社会問題と見なされているが、それでもその数
は増加する一方である。その原因はどこにあるだろうか。
韓国社会において子女の教育は大変重要な課題ではあるが、教育問題だけ
で、離散をもいとわないキロギ家族の増加を説明するのは難しい。では、他
にどのような原因があるのだろうか。
本研究では、以上の疑問を究明すべく、キロギ家族の発生背景と増加要因
について検討してみることにしたい。
2．キロギ家族とは
キロギ家族は「教育社散家族」「非同居家族」として表現できるが、それ
が「匡】境を越え、離れて暮らす家族」のことであるところから、「起因的家
族」（transnatiomalfamily）または「多国的世帯」（multinationalhousehold）
とも呼ばれている。また、2伸0年以降通信手段の発達に伴って増えてきたオ
ンライン環境に重点を置いて、「ネットワークファミリー」とも呼ばれている。
そして、家族構成員が必要と状況によって同居と非同居を自由にすることか
ら「可変的家族」「造形的家族」（plastlCねmuy）とも言われる。他にも、「遠
征留学母子家庭」「新グローバル別居家族」「遠隔家族」「自発的国際非同居
家族」「未来投資型家族」等の表現が見られる（チェ　2005：25、311）。
「キロギ家族」の中でも、特に「キロギアツパ」が注目を浴びているが、
その理由は、家族を外国に行かせた後、一人残された「孤独」で「寂しい」
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イメージが浮かび上がるからである。ところで、残された父親に「キロギ
アソパ」という名がついた理由は、キロギの習性とそれに対する韓国人が抱
いているイメージからだといえる。韓国の代表的な渡り鳥であるキロギは、
韓国人ならだれもが親しみを感じる烏である。キロギはメスとオスの信義が
厚く、一度つがいになると、一生相手を変えない習性があるといわれており、
また、子どもに対する愛情も深い。野山が火事になった時、子どもと一緒に
焼け死ぬことはあっても、子どもを残して逃げることはなく、メスが先に死
んでもオスが子どもを育てるので、韓国では昔から家族愛や父性愛の象徴と
されている。このイメージから韓国の伝統的な結婚式において、キロギは夫
婦愛と家族愛の象徴として欠かせない存在となっていた。例えば、結婚当日、
新郎は婚礼が行われる新婦の家にキロギ一対を持って行くが、結婚儀式の一
部としてそのキロギを新婦側に渡すのである。昔は本物のキロギが使われた
といわれるが、今は木彫りのキロギ（木雁）が代用されており、それは新婚
夫婦の部屋を飾る人気の置物となっている5，。
キロギ家族は韓国だけでなく、キロギ家族の主な留学先であるアメリカで
も注目を集めている。例えば、2005年1月9日、Fアメリカのワシントンポス
ト．＝ま「AWrenchingChoice」というタイトルの特集記事を出したが、そこ
では、Kirogl（wildgeese）という韓国語がそのまま使われた。記事では、
「キロギは韓国の伝統婚礼式で生涯伴侶の象徴として使われるし、遠くまで
飛んで、えさを取ってきて雛に食べさせる鳥である」と説明されながら、
「子どもたちをアメリカで教育させるため、太平洋という梅を挟んで離れて
暮らす韓国家族（SouthKoreanfamiliesseparatedbyanocean）」と書き記
された。
ところで、興味深いことに、父親たちの経済的・社会的背景が異なること
から、この「キロギ家族」のアッパたちはさらに「ペンギン」「キロギ」「ワ
シ」の3つのタイプに細分されている。
「ペンギンアッパ」とは鳥なのに飛べないペンギンにたとえて、経済的に
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余裕がないため、家族を尋ねて行けないまま、仕送りだけをするタイプのこ
とである。そして、「キロギアツパ」とは渡り鳥のように年1～2回、家族
に会いに行けるくらいの経済的な余裕をもつタイプである。また、「ワシ
アツパ」とは空を自由に飛びまわるワシのように、金銭的にも時間的にも十
分な余裕があり、いつでも飛行機に乗り、家族に会いに行けるタイプを指し
ている。このワシアツパは、高所得で、事業家の人に多い。そしてペンギン
アッパの場合は、海外に居住する家族に会いに行けないところか仕送りの負
担に耐えられず自殺するケースもある。数としては、子女の休みまたは父親
の出張や休暇を利用して年1、2回再会するキロギアツパのタイプが一番多
いと思われる。このように、キロギアツパの家族訪問は職業的変因に大きく
影響されるといえる。
3．韓国の教育制度と母親
キロギ家族の現状を知るため・に、まず、韓国の教育制度と家族のなかで求
められている理想的な母親像について考えてみよう。
（1）韓国の教育制度
キロギ家族の発生を促す子どもの早期留学は韓国の教育制度に主な原因が
ある。韓国の教育は、「受験教育一辺倒で、人間教育がなされてない」との
批判をよく受けているが、ここでの「受験」というのは基本的に「大学受験」
を意味する。日本のように、小学校・中学校受験は存在しない。高校の場合
も、外国語、自然科学、芸術・体育などを重点的に勉強する「特殊目的高校
（略臥特自校）」への入学以外の、一般高と呼ばれる普通高校への進学は
中学の内申書で決まり、受験なしで居住地区内に割りふられる。したがって、
一般的に「受験」とは大学進学のための試験を指しており、大低の韓国の子
どもたちはこの一生一回の試験に「すべて」を賭けているのである。
韓国には日本のような「私立」学校という概念はない。経営形態は、日本
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の私立と同様のものだが、私立として独自の教育をするわけではない。また、
大学付属の高校といっても、日本のようなエスカレーター式の付属ではなく、
進学のためには、他校出身の志願者と同じくは本のセンター試験のような）
「大学修学能力試験」で良い点数を取ることで競争しなければならないので
ある。
日本よりも大学進学率の高い韓国6）は、昔から「馬は生まれると済州島へ、
人は生まれるとソウルへ行かせるべし」という表現があるくらい教育熱の高
い国である7ト。教育こそ身分上昇の手段であるという考え方は根強く、古く
は「科挙」という国家試験に合格すれば身分上昇が可能だった高麗王朝時代
や朝鮮王朝時代に遡れる。
11月に行われる「大学修学能力試験（略称、修能）」は、大学への進学を
希望するすべての人が受けるもので、政府を始め韓国社会全体がサポート体
制をとっているかのようである。例えば、この日には、受験生がラッシュア
ワーに巻き込まれないように、官公庁だけでなく、多くの会社が朝の出勤時
間をずらしている。遅刻しそうな受験生がいれば、警察官がパトカーで運ん
だり、タクシーが無料で試験場まで届けたりする光景も珍しくない。そして、
英語のリスニングテストの時間は、飛行機が一切飛べないことになっている
のである。
ところで、大学の受験だけで済むからといって、高校から勉強すれば良い
というわけにはいかない。中学校、または小学校から最終目標である大学受
験に向けて「先行学習」をしている。だから、日本よりも俄烈な受験競争が
存在し、これが暗記中心の受験教育につながってしまっているとの批判も多
い。
一方、韓国には日本と同様に、2年以上海外留学した者には、帰国子女と
して大学に入学できる制度があり、その制度を活用した方が大学に入りやす
いのはいうまでもない。ゆえに、どんなに大変でも、少しでも他人より有利
な通を子どもに提供しようとする親たちの欲望から早期留学はますます増え
－221－
る一方である。
これは、少子化61により一人っ子が多くなった韓国で、子どもの教育への
投資費用が以前より上昇したこととも関係がある。その上、壊近は早期留学
が一種の「教育ブランド」として好まれ、中産層の間では一種のステータス
にまでなっている。実際、韓国の現代史は農漁村から中小都市へ、中小都市
から大都市へとより良い教育商品を目指して国民が常に移動してきた歴史で
もあるといえるが9－、このような移動が、今は早期留学、語学研修、教育移
民の形で現れているものと考えられる。
韓国では、学校での公的教育のことを「公教育」とし、学校以外での学習
を「私教育」101と分類して呼ぶ。しかし、公教育が忘れられて久しい韓国で
は、「勉強は塾で、学校は内申書のために行く」といわれている。それに伴い、
「私教育費」が「公教育費」をだんだん上回り、親たちは大きな負担を強い
られている。このように、私教育費が多くかかる国内事情を考慮すると、「早
期留学にかかる費用がそれほど高くない」という見解も多い。その結果、莫
大な経済的支出にもかかわらず、キロギ家族は増えていくのである。
（2）母親像
韓国の大抵の母親は日本の教育ママのように教育熱心である。そしてこの
母親たちは自分の子どもの能力を信じ、「孟母三遷の教え」を実行している0
つまり、大学進学率の高い「名門高校」に子どもを入学させるため、「江南
8学詳」へ引越しをしたり、引越しができなかったら住所だけでも「江南8
学群」に移したりすることで社会問題になったこともある。子どもの教育環
境のためには、国内だけではなく、海外もいとわない考え方がキロギ家族に
つながっているのであると思われる。
日本では女性の理想として「良妻賢母」というが、韓国では「賢母良妻」
である。つまり、韓国では、妻としての役割よりも母としての存在価値を優
先するのである。例えば、20糾年、韓国のある女性過刊誌が、平均1ケ月所
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待400万ウォン（約50万円）、30坪以上マンションに暮らす30代から測代の首
都圏中産層女性1200名を対象に行ったアンケートを見てみよう111。
「現在のあなたの姿は？」という質問に62．9％の女性が「母」と答えた。
「ひとりの人間としての自分」は16．4％、「女」は11．1％、「妾」は6．6％で
あった。「自分自身」よりも「妻」よりも「母」としての自分を認識する傾
向が強いことがうかがえる。この結果からすると、大多数の韓国女性は自分
自身のためではなく、「子どものために生きている」ともいっても過言ではな
い。
また、「今、一番の関心事は？」という質問には「子どもの教育および進
学」が49．7％で1位であった。母としての役割の中でも子どもの教育を最優
先する母親が多いことが確認できる。このような教育熱は「良い大学に入る
ための強迫観念的な姿」として現れる。生活費の半分を私教育費として使っ
ても、教育費支出以外は倹約する。夫が早く帰り、子どもの勉強に邪魔にな
るより、遅く帰るか出張に行った方が良いと思っている。また、夫の実家か
ら無税されず、待遇されるためにも子どもの勉強ができないといけないと思
うのである。
そして、「現在、自分に一番ストレスを与える人は？」という質問には、
「夫」が29．1％、「子女」が27．8％、「義父母」が14．3％の順であった。子女
の進学に気をもんでいる母親にとって、子女がストレスの提供者になること
は理解できるが、夫が最大のストレス提供者であることは、「子どもが先、夫
はその次である」という「子女中心」家族の一面を現しているともいえよう。
すなわち「母」としての役割が「秦」としてのそれよりも重視されるという
ことである。その結果、夫を残して、子女の留学に同伴することに何の迷い
もなく、キロギ家族になっていくのであろう。
また、マンションなど集団住宅暮らしでは隣近所付き合いで、同じ年頃の
子どもをもつ母親同士は常に子女の成棟を比較し、比較されることになる。
隣同士だけでなく、親戚同士の競争意識も教育熱を過熱化させている。母親
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たちの同窓会や「契」（一種の親睦会）などの集まりでも、主な話題は子ど
ものことで、それも子どもの成績のことになってしまう。親のプライドは子
女の学問的成功と直結すると考えられる。要するに、子女の問題を自分の問
題と認識する母親が多いのである。
大学入試の当日は寒い中、寺院で一心不乱に三千拝をしたり、校門の前で
祈り続けたりしている韓国の母親たちの姿は日本のメディアにもよく登場す
るが、現代の韓国社会において、家族生活自体が子女の教育中心となり、家
族はもはや「情緒的共同体」というよりも「勉強共同体」となってしまった
感じさえする。
4．キロギ家族急増の背景
（1）「IMF危機」と英語力への憧れ
韓国における海外留学ブームは1990年代初頭に始まった。以後1997年前後
の「通貨金融危機」（通称「IMF危機」）の際、その勢いが弱まったものの、
最近は経済の回復とともに以前よりも過熱化している。その原因の一つが、
1997年のIMF危機以来、対外経済開放により「英語が大切な職業能力になっ
た」ことである。それは、大幅のリストラの中、英語力が人々の明暗を大き
く分けたからである12－。その結果、「英語力＝兢争力、生存条件」という論理
が善延するようになった。まさしく、「英語資本論」であろう。このような
社会現象が早期留学の原因を提供したのである。すなわち、IMF危機とい
う名目で行われたリストラを経験した韓国人にとって、英語（英語ができな
いこと）はトラウマになっているのである。こうした「職業競争力のための
必修学力」である英語を習うための留学先としては、アメリカ、イギリス、
カナダ、オーストラリア、ニュージーランドなどの英語圏が多いが、最近は地
理的に近く、物価も韓周とあまり変わりないまたはむしろ安いことからシン
ガポール、香港、マカオ、マレーシア、フィリピン13jへの留学も増えつつあ
る。また留学する人の中には、英語の勉強を目的に中国語圏へ留学するケ一
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スも増えている1㌔
ところが、早期留学した子どもの中には、親と離れて自由になったという
解放感や寂しさなどから麻薬に溺れる、もしくは銃器を所持し問題を起こす
などの犯罪行為でしばしばマスコミに登場する人も出るようになった。する
と、麻薬や銃器などの危険から自分の「一番大切な子ども」を守るため、費
用がもっとかかっても母親が留学に同伴することとなり、キロギ家族が増え
ることになったのである。
一方、子どもを早期留学させるのではなく、子女にアメリカの市民権を取
得させてやる目的で、「遠征出産」（海外出産）する事例も増えている。これ
は、出生地主義により、自国領土で生まれたすべての子どもに市民権を与え
るアメリカの制度を利用しようとするものである。つまり、市民権があると、
アメリカの公立学校への入学できるので、無償で英語教育が受けられるので
ある。2002年以降、アメリカでは市民権なしにはアメリカの公立高校に入学
（留学）できなくなったので、市民権を持たない人は、当然学費の高い私立
に行くしかない。これが、海外出産を促しているのである。しかし最近は、
これらの海外出産が兵役逃れの手段として悪用されていることから、韓国で
は別の意味で大きな社会問題となった1㌔
（2）情報化社会
情報化は非同居する家族をつないでくれる役割を果たすが、逆に家族の非
同居を促進させることにもなった。電話や手紙だけではなく、Eメール、
メッセンジャー、音声チャットなどをコミュニケーション手段として活用し、
実際の空間的距離より心理的距離はそれほど遠くないように感じられるよう
になったことも非同居を促した背景として取り上げられよう。大多数のキロ
ギ家族は、コミュニケーションのためには、時間と費用を惜しまず、家族間
の関係維持に力を入れている。
チェの調査によると、一番よく使われる手段は電話で、次がEメールであ
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る（チェ2005：138－142）。時差などの理由もあって、大体一日1～2回電
話をするそうだ。興味深いのは、夫婦の間は電話による意思疎通が一番多く、
子女とは主にEメールが用いられる点である。夫婦の間で電話が好まれる理
由は、電話がEメールより直接的で、声を通した感情交流が可能であるから
だと思われる。一方、Eメールは、「愛している」というような夫婦が普段
は面と向かって言えなかった言葉を伝えることができる。また、子女にも文
面による「重みのあるメッセージ」を伝えることができるのである。このよ
うに、一緒に暮らしていながらも言えなかったことを電話やEメールで表現
できるという点では、情報化が夫婦や家族間の絆を強めることに貢献してい
ると思われる。既存の紐帯をオンラインでより緊密にできるからである。
（3）キロギ家族にみられる韓国家族の姿
2005年10月、ソウル市内で50代のキロギアツパが死亡し、5日後に発見さ
れた事件があり、それをきっかけに「キロギアツパ同情論」が韓国社会全体
に広がっていた。死亡したのは建設会社に勤める男性（53歳）で、ソウル市
内のワンルームマンションで一人暮らしをしていた。妻は6年前、教育のた
め中学生だった2人の子どもを連れてアメリカに行っており、彼は、毎年
2500万ウォン（当時の．レートでは約250万円）を送金していたという。名門
大学の建築学科を卒業し、一時期は建築事務所も経営していたというその男
性は、韓国では「上流階層」だったかもしれない。が、この「身分」は長続
きしなかった。妻と子どもたちを送り出した後、夫の会社は業培不振に陥り、
彼は友人の建築会社に経理担当として就職していたという。外国に居住する
家族との不和や一人だけ残されたという孤独感、仕送りするために切り詰め
ていた生活への圧迫などが、キロギアツパを死に追い詰めたといわれた（F朝
鮮日報』2005年10月19日）。
そして、キロギアツパであったソウル大学の教授が、過労で死亡したこと
が記事になったこともある。この時も、彼がソウル大学の教授であることや
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過労死したことよりもキロギアッパであったことが一番話題を呼んだ（『世
界日報』2003年4月7日）。
このような報道を通して、一般庶民には、キロギアッパたちが「お金は
持っていても、家庭的に不幸な人々」と思われ、多くの人々が「お金はなく
ても、家族と一緒に暮らせる自分たちの方がもっと幸せである」と慰安して
いたのである1㌔
‾方、キロギ家族が、子どもの教育というよりは家族間の衝突や葛藤を回
避する方法として機能するケースも少なくない。つまり、英語教育を名目に
した留学が、実際には夫婦仲が良くない時や倦怠期に入った夫婦の不和や葛
藤などの問題を解消する方法として利用されることも多いとのことである
（『文化日報』2003年11月6日）。夫婦間に開巻がある場合、キロギ家族が家
族非同居形態として夫婦別居を正当化し、経緯を回避しているのである。
他に、嫁・姑問題の解決策として用いられることもある（チェ2005：231）。
韓国は結婚すると同時に夫の実家中心になりがちである。お正月や秋夕（中
秋）のような親戚が集まる名節には、決まって夫の実家に帰省し、妹たちは
手に水が乾く余裕もなく働く。この期間は、嫁姑の葛藤がある場合は耐え紅
い時間である。しかし、キロギ家族は、名節に夫婦と子どもだけの時間を過
ごせるのである。子どもの学校や勉強が最優先とされる雰囲気の中では、帰
省していないことも許されるのである。つまり、かつては跡継ぎの息子を産
むのが最大の役割であった女性たちに、今は子どもを一流大学に入れること
が「地上最大の目標」となっているので、子女教育の名分さえあれば、すべ
て許されるのが現状である。
母性イデオロギーの強い韓国では、子女に対する無条件的な犠牲が母性愛
として美化され、疑問の余地もなく受け入れられているのである。このよう
な認識の中で、キロギ家族（早期留学）は、母親が子どものために自分のす
べてを犠牲しているように理解されるが、母親の内面には、英語教育を名目
にいろいろなしがらみから「脱出」しようとする願望が隠れていることも埋
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解すべきことであろう。母親は、憧れていた外国生活を満喫しながら、複雑
な韓国の拡大家族関係から免除されるわけで、子どもの留学は自他公認の
「名分ある脱出口」になれるのである。
以上のようなケースでは、キロギ家族生活の出発が、夫婦または家族間の
不和を隠蔽するか、葛藤を避けるための一徳の逃避としてスタートした側面
が伺えるが、この場合、結果的には、家族を維持する機能を果たしていると
いえる。
ところで、2006年8月14日から18［ほで5日臥毎回30分ずつ放送された、
韓国国営放送局によるrKBS人間劇劇というドキュメンタリミニシリーズ
が韓国で大きな波紋を起こした。それは、4年前、2人の子どもが留学する
時、奥さんを子どもたちと一緒にアメリカのボストンへ行かせ、自分はキロ
ギアツパとして一人暮らしをしている小児科医師の朴さん（舶歳）の話であっ
た1㌔
朴さんのストーリは、最初一人暮らしの寂しさで外食、欠食が多くなり、
彼自身が医師にもかかわらず、健康をそこなってしまったが、現在はマラソ
ンや山登りで健康を取り戻し、趣味の音楽を通して往年やっていたバンドも
再臥家事も完璧にこなせるようになったというものであった。番組の放送
後、放送局の掲示板は視聴者の書き込みでダウンされるほどであったが、そ
の主な内容は番組内容が庶民に違和感を与えたという非難だった1㌔このよ
うな非難が殺到した理由は、以前まで知られていたキロギアツパの「かわい
そう」で「哀れみ」の日常と朴さんのそれとでは大きなギャップがあり、庶
民の生活感覚とかけ離れた、恵まれた階層の「幸せな悩み」として映ったこ
とにあると思われる。
キロギ家族に対する他の意見としては、「韓国の教育制度と関わるもので、
一部の人々だけの問題として片付けられない時点にきている」という内容も
あった。これはキロギ家族が、もはや高所得層だけの「慣行」ではなく、「で
きることならば自分の子どもにも早期留学させたい」という思いを一般の
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人々までもが（親の本音として）持つようになったことを意味しているので
ある。
5．おわりに
最近、韓国社会は、離婚率増加、独身率増加、晩婚、低出産、少子化など
の急激な変化を経験しており、離婚、家庭内暴九片親家庭などの表現は韓
国でも珍しくなくなった。現代家族を表すこれらの事象から「家族の崩壊」
が危惧されているが、この「家族解体の危機」に新たに加わったのが「キロ
ギ家族」というキーワードである。しかし、興味深いことは、キロギ家族は
韓国独自の現象として把握されるという点である。つまり、早期留学は韓国
以外の国でも起こっている「ありふれた現象」であるが、母親が子どもの面
倒をみるため、子どもと一緒に外国に行き、父親は国内にひとりで残る「海
を越えた非同居家族」であるキロギ家族は、「韓国独特の家族形憩」である。
本稿では、キロギ家族がなぜ現代韓国社会に存在し・急増しているのかを
考察してきた。そして、その成果として、自己を犠牲にしてまで子女の教育
を優先する高い教育熱、IMF危機以降ますます高まっている英語力への憧
れ、国内の教育に対する失望感が作り出すブランド化した早期留学、母親と
子どもを一様に海外に送り出せる掛斉力などが、複合的にかかわっているこ
とがわかった。
キロギ家族に対しては同情論から批判まで様々な意見が出ているが、キロ
ギ家族を家族の解体として見るのはまだ早いかも知れない。なぜなら、家族
に「あるべき姿」という正解は存在しないと思うからである。もちろんこれ
については、更なる考察が必要だと考えられるので、今後の課題にしたい。
i主
1）従来、離散家族の数は南北合わせて1千万人に上るといわれてきたが、休戦から50年以
上過ぎた今軋離散家族1世代のほとんどが死亡することでその数はかなり減少している。
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韓国統一部によると、2005年の人口調査の結果、生き別れになった生存者としての離散家
族は、南だけで約72万人が残っているといわれる。
wwwvoanews．com／Korean／archive／2006－06／2006－06r12－VOa16．cfmr40k－。
2）大学または大学院への一般的な留学ではなく、高校生・中学生・小学生の留学のことを
意味する。
3）別居という用語は杜癖を前提とする夫婦のなかで主に使われる傾向があるので、ここで
は非同居という用語を使うことにする。
4）韓国教育資源部によると、初・中・高校生の早期留学制限を廃止したその結果、2（畑年、
初等学校（小学校）自退者が15．醐）人に上った。2（氾1年には、留学・移民のため中・高校
生4，376人が自過した。早期留学者が、2003年には20，鮒0人、20価年には29，511人に至っ
た。www．eai．or．kr／korean／prq】eCt／pibbs／pjbbsViewO2．asp？seqこご674－70kro
5）この木彫りのキロギは民芸品コーナーでよく売られている人気商品でもある。
6）2005年現在、2年制以上の大学への進学率が、日本の51．5％に比べて、韓国は男子
幻．3％、女子机．8％である（r朝日新聞J2007年1月7日朝刊）。
7）結創情報会社のOMMC（El本）とDuoMarriagelnbrmation（韓国）が2004年4月に
両国の首都圏に住む朗、33鼓の男女1033人を対象に行った調査によれば、「子どもには自
分より良い学校に行かせたい」と答えた比率は、韓国73．8％、日本33，3％であった。また、
「子どもにできるだけ高い水準の教育を受けさせるためには、生活面での犠牲もやむを得
ない」と答えた比率は、韓国阻1％、日本42．3％であった（春木2（X妬：5卜52）。
8）韓国は、女性1人が産む子どもの数を示す合計特殊出生率が1．08％（2005年）と、世界
最低水準に落ち込んだ。［】本の1．25よりも大幅に低く、「他の先進国の8倍速」（韓国統計
庁）のスピードで少子化が進んだ（r朝日新剛2α娼年8月13日朝刊）。
9）1978年から1983年の間の農漁村から都市への転入者を見ると、男子の29．1％、女子の
21．8％が学生であった（服臥1999：40）。農家にとって大切な牛を売って大学の学費を
工面したことから、「象牙の堵」といわれる大学は「牛骨の塔」と皮肉られた。
10）私教育は、「課外」と呼ばれる塾や家庭教師などによる学習が大きい割合を示している。
11）rMIZ．NJ No201ニ20－28。
12）実際に、筆者の友人はリストラによる失業者が増える中、英語ができるということで専
業主婦からむしろ就職ができた。英語が職を得る重要な能力であることを示す一例であ
ろう。
13）20鵬年10月3日朝刊のr朝日新剛には韓国からフィリピンへの「留学ブーム」が紹介
された。記事によると2（泊5年短期留学ビザの発給数は韓国人が最多である。
14）筆者の知り合いは、子ども2人を中国に留学させているが、公立学校ではなく、英語で
授業を行うインターナショナル学校に通わせている。彼女は、「留学の目的はあくまでも
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英語であり、中国語はプラスアルファとして習得できれば良いのでは」と話した。
15）詳欄は、金柄徽（2（拍5）を参照。
16）キロギアッパの浮気によって家庭が破綻したケースもある。裏に不倫がばれて、姦通罪
で告訴された結果、離婚されたキロギアッパが悲観自殺した（「京郷新削2αM年4月13
日）。
17）以前までは、障害者や貧しい庶民がさまざまな困杜を乗り越える人間勝利的な内容など
を主に扱い、視聴者の涙腺を刺激してきた番組に、医師という高所得専門職従事者の日常
が紹介されたことも議論を呼んだ理由の一つである。
18）rKBS人間劇捌。www．kbs．co．kr／2tv／sisa／hurnan／vod／1410456＿1278．htmト50k。
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